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はばたけ！
有年っ子

1月９日（火）、子ども達の元気な姿と明るい笑顔と声が学校に戻ってきました。
今年の年明けは、能登半島地震や羽田空港の飛行機事故など、予想もしなかった出来事

が続きました。地震の被害に遭われた方にお見舞いを申し上げるとともに、一日も早く安
心できる生活に戻ることができるように祈るばかりです。
始業式に子ども達と面して、予定通り始業式を迎えられたことを改めて安心し、感謝し

ました。子ども達にも「今日の日はあたりまえではなくて、ありがたいこと。だからこそ、
今日を、今という時を大事にしよう。」と話しました。

今年は、60年に一度の「甲辰（きのえたつ）」の辰年で
す。辰は、十二支の中でも最も縁起のよい干支で、特に今
年は運気が上昇して、長年の努力が実を結んだり、夢が叶
ったりしやすい年と言われています。
有年小学校としても、創立１５０周年の締めくくりの辰年の３学期。短い学期ですが、

今の学年のまとめと次の学年の準備をしっかりと行うとともに、さらに有年小学校を盛り
上げていきたいと思います。

本年もよろしくお願いいたします。

創立１５０周年を祝って、子ども達
が「おめでとうパネル」を作成しまし
た。
それぞれも文字のまわりに、似顔絵

と有年にちなんだイラストを描きまし
た。全校児童の「有年小学校大好き」
の気持ちがこもったパネルです。
校門横のフェンスに掲示していま

す。ぜひ、近くでご覧ください。

３学期から、ＡＬＴとしてEva Meyers
（イヴァ メイヤー）先生が来てください
ます。笑顔のやさしい明るい先生です。
有年小学校には毎週金曜日に、楽しく英

語を教えてくださいます。
イヴァ先生の問いかけに、子ども達が答

えると、「Good job!」と笑顔でほめてくだ
さるので、みんなうれしそうです。
この機会に、子ども達には外国の言葉や

文化、習慣に触れて興味をもったり、外国
の魅力をたくさん味わってほしいと思いま
す。そして、日本の言葉や文化のすばらし
さも再発見してほしいと思っています。
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【校訓】ほがらか はつらつ すこやか



今週１月１７日、阪神淡路大震災から2９年目を迎えます。
年明けには能登半島地震も発生し、改めて自然災害の怖さを

知り、日頃からの備えの大切さを実感します。
この日は、「ひょうご安全の日」でもあり、阪神淡路大震災の

教訓をもとに、防災について考える大切な日です。本校では、
毎年この日を「防災参観日」とし、全校児童と保護者、地域の
方との防災学習を実施しています。
今年度も、赤穂防災士の会の金井貴子会長を講師に迎え、地

震が起きたときに想定される被害について知るとともに、演習
として「ポリ袋クッキング」を行います。
ぜひ、保護者の皆様、地域の皆様もご参加ください。子ども

達と一緒に防災について学んで、有年地区の防災力につなげて
いただければ幸いです。

新学期が始まって一週間。どの学年も３学期のめあてや係活動を決めたり、冬休みの学
習や運動の成果を発揮したりと、やる気があふれています。
保護者の皆様や地域の皆様の声かけが大きな励みとなります。今学期も有年っ子達への

応援をよろしくお願いします。

↑【朝の登校風景】
寒さに負けず、安全に気を付けて歩きます！ ↑【スーパーステップアップタイム（４・６年生）】

異学年交流学習でやる気アップ！

←【外国語活動】
3年生は、イヴァ先
生の言葉を真剣に聞き
とっています！

↑【よい姿勢で書き初め】
1年生がペンで書き初め中！

←【おいしい給食】
２年生は毎日もりも
り食べています。

【活気ある学習】→
互いの意見で学び
合う５年生。


